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京大東アジアセンターニュースレター   第 324 号
(旧・「京大上海センターニュースレター」) 






○ 京都大学東アジア経済研究センター 主催シンポジウム： 
「東南アジア市場で競合する中国と日本」 
○   「京大東アジア経済研究センターと京都産業大学経済学部共同セミナ」のお知らせ 
○  「中国経済研究会」のお知らせ 
○ 黒竜江省鶴崗市二態 




















日時 2010 年 7 月 12 日(月) 午後 1時～1時 45 分 














2010 年 7 月 12 日(月) 14 時 
京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール 
 
司会 京都大学大学院経済学研究科教授 塩地 洋 
 
14:00-14:15 
挨拶 京都大学大学院経済学研究科長  田中秀夫    
14:20-15:00 
日本貿易振興機構(JETRO）海外調査部長 高橋 俊樹   アジア新興国に於ける日本企業の市場戦略    
15:00-15:40 
トヨタ自動車    藤井 真治   永遠に期待される国から、本当に期待される国へ 
(元トヨタ･アストラモーター 副社長)           ――インドネシアの自動車市場の展望――    
15:50-16:30 
タマサート大学 講師  ソーポン･チタサッチャー  タイにおける中国と日本の企業と製品    
16:30-17:10 
京都大学大学院経済学研究科 教授  大西 広    ラオスにおける中国商人の活動と摩擦    
17:10 
閉会挨拶 京都大学東アジアセンター協力会会長 森瀬正博 
 
17:30-19:00 
懇親会  法経総合研究棟 2階大会議室 
司会 京都大学東アジア経済研究センター協力会 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究センター・センター長 劉 徳強 
閉会挨拶 京都大学東アジア経済研究センター協力会 副会長 大森經徳 
************************************************************************************************* 





 時  間： 7 月 6 日（火） 16：30～18：00 
 場 所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 3階第 3教室 
報告者： 朱 立峰(京都産業大学経済学研究科修士 2 年） 
      寺町信雄（京都産業大学経済学研究科教授） 
 テーマ： 「日中韓 ASEAN の対米輸出構造の比較―関志雄論文の拡張―」 







2010 年度第 5 回目（通算第 12 回目）の中国経済研究会は以下の要領で開催されますので、大勢の方のご
参加を心待ちにしています。 
 
第 12 回 中国経済研究会 
  時 間： 2010 年 7 月 20 日(火) 16：30－18：00  
  場 所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 3階第 3教室 
  報告者： 中川涼司（立命館大学国際関係学部教授） 
テーマ： 「中国 IT 企業家の社会的形成モデルーサクセニアン・モデルの妥当性ー」 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2010 年度における開催(予定)日は以下の通りです。 
 前期： 4 月 20 日（火）、 5 月 18 日（火）、 6 月 15 日（火）、7 月 6 日(火)、7 月 20 日（火） 








































































































免れてきた。     
・ネット情報では、「政府の炭鉱の閉鎖、整理統合の方針は、安全面からの配慮だけでなく、炭鉱事業が旺盛な石炭
需要を背景に巨額な利益を産みし続けていることから、その権益の争奪という側面を持っている」という指摘もあ





































































































































                                                                   以上 
************************************************************************************************* 
読後雑感 ： ２０１０年 第１１回  ≪アジア特集≫ 








１．「ドキュメント アジアの道」 ２．「アジアマネーが開く扉」 ３．「アジア投資で稼ぐ必勝法」 ４．「アジアビジネスモデル６０」 
５．「東アジアにおける相互理解と和解を求めて」  ６．「激動するアジア経営戦略」  ７．「東アジア戦略概観 ２０１０」 
８．「中韓国交正常化と東アジア国際政治の変容」 ９．「アジア太平洋と新しい地域主義の展開」  
 
１．「ドキュメント アジアの道」 エヌ・エヌ・エーASEAN 編集部 エン・エヌ・エー刊  ２００８年４月１５日発行 

























２．「アジアマネーが開く扉」  小森正彦著  エヌ・エヌ・エー刊  ２００９年５月３０日発行 



















































































４．「アジアビジネスモデル６０」  加藤修著  エヌ・エヌ・エー刊  ２００９年１０月２５日発行 
副題 ： 「進化する地域戦略とグロスボーダー展開」 





















５．「東アジアにおける相互理解と和解を求めて」  帯谷朋子著  田宮昌子監修  鉱脈社刊  


























































６．「激動するアジア経営戦略」  安積敏政著  日刊工業新聞社刊  ２００９年１１月３０日発行 
副題 ： 中国・インド・ASEAN から中東・アフリカまで 
７．「東アジア戦略概観 ２０１０」  防衛省防衛研究所編  ２０１０年３月２９日発行    
８．「中韓国交正常化と東アジア国際政治の変容」  金淑賢著  明石書店刊  ２０１０年３月２３日発行 
９．「アジア太平洋と新しい地域主義の展開」  渡邉昭夫著  千倉書房刊  ２０１０年４月１２日発行  
帯の言葉 ： 「環太平洋連帯構想から３０年―東アジア共同体は可能か？」 













































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 8.7 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2008 年              
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年             
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
